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研究室紹介
アメニティ緑地学研究室
専任講師　菅野博貢
研究室の概要
　当研究室が立ち上がって今年で4年目になります。当初，何もなかった研究室も最近ようやく
それらしくなってきたというところですが，研究室で行われた研究の業績がこの誌上でご紹介で
きるまでには，まだ少し時間がかかりそうです。
　研究室ではグループ研究として現在二つのプロジェクトが進行しており，ゼミ生は二班に分か
れて取り組んでおります。一っは，「都市部における生産緑地の活用に関する研究」，もう一っは
「カイツーン型バルーンを利用した空撮による緑地環境の研究」です。前者は生田キャンパス周
辺の緑地環境を評価する中から，身近に存在する解決を図るべき課題として取り組んでいます。
後者は，立川の昭和記念公園内に建設中で平成17年秋に開館予定のランドスケープ・ミュージ
アム（仮称）内の展示計画から派生したものです。一般にはそれほど親しみのない「ランドスケ
ープ・デザイン」というものをいかに見てもらうかという課題の中で，空飛ぶ絨毯に乗ったよう
にふわふわと空中を漂いながら，樹木の梢や鳥などを観察しっっ，上空から地上のランドスケー
プを見せることができれば，きっと一般の人々にも関心を持ってもらえるのではないかと考えま
した。そして，単に面白い映像の展示だけにとどめず，バード・アイの特徴を生かして，地上か
らでは観察の難しい対象を一望のもとに観察しようというものです。
　現在ゼミ在籍者数は，3年生7人，4年生6人です。4年生の卒業研究は，日本ではまだ定着し
たとは言い難いクラインガルテン（市民農園）の景観や管理に関する研究，バブル後に虫食い状
にできた新宿区百人町の空き地（オープンスペース）の活用に関する研究，徳島の吉野川河口に
ある臨海工業地区の再開発に関する研究など，自分たちの育った土地における地域環境の課題に
ついて積極的に取り組むことを推奨しています。
　ゼミ活動の中心が就職活動前の3年生になってしまうことは仕方のないところかもしれません
が，このきびしい時間的な制約の中でできるだけ実力をつけてもらうために，実際には3年生に
あがる直前の1月末ぐらいから活動を始めています。まず，最初は徹底的にコンピュータの環境
に慣れてもらい，CADを使いこなせるようになってもらいます。その後，デッサンや写真などデ
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ザインワークに必要な技術を習得し，夏には個人戦の設計競技（コンペ），秋にグループ研究に取
り組んだ後，冬から学年の終わりまで団体戦でコンペに取り組んでいます。コンペの締め切り前
には何日も徹夜になることもありますが，みな若さで乗り切ってくれるのには明大生のポテンシ
ャルの高さを感じます。
　研究室が立ち上がって2年目までは，私自身手が回らなかったこともあって「学生の自主性を
尊重する」という方針でしたが，3年目からは「手塩にかけて育てる」ことに大きく方針転換し
ました。最近ようやくその手ごたえを感じるようになったところです。
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